
 

 

 

 

 

 熊本市では６月を「心のきずなを深める月間」と定めています。学校・家庭・地域が一体となり、いじ

めの未然防止や人権尊重の意識を高めるための様々な取組（人権集会やアンケートの実施など）が市内

全域で集中的に行われます。 

 本校でも学校朝会において校長講話を行いましたので、内容をご紹介します。 

 

 

 

 

皆さん、おはようございます。 

 いきなりですが、校長先生はやさしいと思う人は手を挙げてください。ありがとうございます。その通

りです。校長先生は、学校で一番やさしいです。そんなやさしい校長先生ですが、許すことができなくて

とても怒ることがあります。どんなことで校長先生はとても怒ると思いますか。 

それは、「いじめ」です。あなたたちは、普段からお家の人や先生から「人をいじめたら絶対ダメ。」と

言われているのではないでしょうか。でも、特に低学年の人たちは「いじめ」のことをよく知らないと思

います。そこで、今から隣の人と「こんなことしたらいじめになるよ」という話合いをして、発表してほ

しいと思います。１分だけ時間をとるので、どんなことが「いじめ」になるかたくさん出してくださいね。 

それでは、話合いを始めてください。（―１分―） 

 話合いをやめてください。発表してくれる人は手を挙げてください。 

 

 

 

 

 

 ありがとうございます。たくさんの意見が出ましたね。「いじめ」になるか決めるのは、いじめられた

人です。「いじめ」を受けた人がつらい思いや嫌な気持ちになったら「いじめ」になります。確かに皆さ

んから出た意見は、されたり言われたりしたら嫌な気持ち、悲しい気持ちになりそうですね。 

 では、「呼び捨て」や「あだ名」はどうでしょうか？ 「呼び捨て」や「あだ名」も言われたら嫌な気

持になる人がたくさんいます。だから「いじめ」に繋がっていきそうです。 

では、校長先生と同じで、「いじめ」が嫌いな人は手を挙げてください。周りのお友だちもたくさん手

を挙げていますか。 

最後に先生方に質問します。「いじめ」は絶対に許さない先生は手を挙げてください。そうです。武蔵

小学校は絶対イジメを許さない学校なのです。６月は「心のきずなを深める月間」です。 

「いじめの無い楽しい学校を作っていきましょう。」 

お話を終わります。 

 

 子どもたちや教職員に「いじめを許さない」という意識を高めてほし 

かったので、上記のような講話をしました。 

 「いじめ」の根底には、他人に対する思いやり、いたわりといった 

人権意識の希薄さがあります。「いじめ」を放置すると、取返しがつか 

ない重大で残酷な人権侵害に発展します。 

「いじめ」をなくしていくためには、大人も子どもも一緒になって 

人権意識を高めること。そして、熊本市の人権教育の目標にあるように 

「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることができるようにな 

り、それが具体的な態度や行動に現れるようにすること」の実現に努力していく必要があります。 
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「いじめ」を許さない学校を目指して 

【児童の発表から】○ かげで悪口を言う。 ○ 仲間外しをする。 ○ 物を隠す。（いやがらせ） 

○ 人をおどす。（命令する） ○ 毎日、暴力をふるう。 ○ 暴言 

その他、「インターネットや SNS上に悪口を書き込むことや」「冷やかしやからかい」等もいじめに

なることを伝えました。 

いじめを 
○ しない 

○ させない 

○ 見逃さない 

○ 許さない 


